


 

 

価値観の違う人と暮らし、働く 

島しづ子 

 

2010 年もみなさまよろしくお願い致します。 

愛実の会では、昨年 12 月 23 日に法人全体の総会を開いて木場町に引越しを決めました。 

建物は賃貸ですが、内部は全改装して、各部署が使いやすい設備になる予定なので、嬉

しい引越しです。この計画にも多くの方々がご協力下さいました。心から感謝申し上げ

ます。    

三つの家と厨房と事務所が一箇所に集まるので、期待ばかりでなく不安もあります。

そんな中で思い出すのは、2001 年にフランスでお会いしたギャリさんの言った言葉です。

私が新しい事業を考えていた時に「島さん、価値観の違う人と仕事をして下さいね」と

アドバイスをしてくれたのです。「価値観の違う人とは仕事が出来ない、一緒に暮らせな

い」というのが私たちの一般的な常識ですから、私は不可解な顔をしました。ギャリさ

んは続けて言いました。「なぜなら私たちは人生の終わりまで、成長しなくてはなりませ

んからね。」と。ギャリさんの暮すラルシュ・ホームでは国も違う、習慣も違うアシスタ

ントが大勢いました。葛藤も多く、難しく、その体験から、ラルシュ・ホームでは特に

話し合うことが大事だということが分かったようです。 

その後、私も自分の人生を振り返り、周囲を見回してこの言葉「価値観の違う人と働

くこと」の意味深さを思いました。 

人間のストレスの大半は「自分の思うようにならない」という状況や人間関係に起因

します。でも、不如意な人間関係や状況に囲まれ、どうやってこの人と暮らそう、どう

話そう、どう和解しよう、などと努力せざるをえません。その結果、自分だけが正しい

訳でなく、むしろ相手の考えややり方の方が良かったということも発見してきました。

年を重ねて思うのは、自分と意見の違う人は大事な存在だということです。会社でもそ

うだと思いますが、イエスマンばかりの組織は強固に見えて実は脆いものです。もちろ

ん意見の違いはしんどいけれど、それは悩むに値する貴重な状況だと言えます。その悩

みを通して、私たちは互いの存在から学ばされ、成長させられるように思います。 

人生の旅半ばのメンバーやアシスタントの皆さん、これからも「一分張りして」成長

し合いましょう。この成長とは自分がこだわっているものから私たちを解放してくれま

す。そして人生の深い味わいを与えてくれるでしょう。 
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              「事務」って何だろう？ 

 

 今年の冬は予想より寒かったというのが私の感想ですが、皆様はどうお感じでしょう

か？この原稿を書いているのは 2 月上旬ですが、2 月に入ると寒いながらも春が近くな

ったと感じます。夕方暗くなるのが遅くなってきた、と感じています。 

 さて、私は現在事務所での勤務が主です。事務所での勤務なので、事務担当というの

がメインの役割です。ところで、「事務」って何ですか？と問われたら皆さんはどういう

答えをされるでしょうか？なんとなく漠然とした感じを持つ言葉だという印象もありま

す。具体的なイメージとしては書類を作成したり、お金の出し入れや帳簿記入をしたり、

という姿が思い浮かぶのかな、と思います。また、｢事務的に事を進める｣という言い方

をすると、人間の気持ちを大切にせずに進めていくような印象もあり、ますます｢事務｣

とは何か？がわからなくなるような感覚にもなります（でも、実際はいつもこんな事を

深く考えながら仕事をしているわけではないのですが）。 

 ただ、逆に「事務」機能が無い、という職場があるのか？と問われれば、それでは組

織全体が困ることになるので、「事務」担当者は必要不可欠な役割を与えて頂いているの

だな、と思います。                                 

中森由哉 
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「小窓から」 ７ 

      大野義徳 
 

 まだ寒い中にあっても、春は一歩ずつ着実に近づいてきている。この春を告げる草花の中

でも好きなのは、オオイヌノフグリ、だ。ベロニカ、とも呼ばれるこの小さな青い花の群れ

が風に小刻みに揺れているのを見ると、春が来たことを実感する。 
 

 あるとき、この花の群れを眺めていた時に、ふと気づかされた。私が見下ろしているので

はなくて、花々が私を見上げているのではないか、と。まるで挨拶をしているように、ある

いは「さえない表情ね」と気づかってくれているように。 
 

 似たような感覚は、動物園に行ったときにもあって、動物たちから私たちが観察されてい

るのではないか、という思いがよぎる。動物たちにしてみれば、自分が動かなくても、人間

のほうがあとからあとからやってきてくれる、いわば居ながらにして楽しめるわけだ。 
 

 出会いは対等だ、とそう思う。自然や物に対してもそうだし、ましてや人間相手ならなお

さらだ。 
 

 愛実でもそうだ。私たちアシスタントがメンバーを見ているようで、実はメンバーの方が

はるかに感覚鋭く我々を見ている。我慢強く見てくれている。許してくれている、とも言え

るのかもしれない。 
 

 この「出会い」が私たちの原動力だ。これにどこまで答えていけるのか、一人一人の力は

小さくても、よい面を合わせて大きな力にしていきたい。 

 







                            

南  寿 樹  

私が大学生だったとき、今にも壊れそうなプレハブの自治会室の出入り口の上、天井との間

にその詩はあった。色あせたＢ紙に黒のマジックインクで力強く書かれた詩は、私をはじめ教

師を目指す仲間たちを元気づける応援歌のようだった。それが「私が教師になったとき」だ。 

私が先生になったとき 自分が真理から目をそむけて 子どもたちに本当のことが語れるか 

私が先生になったとき 自分が未来から目をそむけて 子どもたちに明日のことが語れるか 

私が先生になったとき 自分が理想を持たないで 子どもたちにどうして夢が語れるか 

私が先生になったとき 自分に誇りを持たないで 子どもたちに胸を張れと言えるか 

私が先生になったとき 自分がスクラムの外にいて 子どもたちに仲良くしろと言えるか 

私が先生になったとき 自分の闘いから目をそむけて どうして子どもたちに勇気を持てと言えるか 

この詩は、教師をめざす学生運動家の誰かの作ではないかということで詠み人知らずという。

今振り返ってみると、この詩こそが私にとって「自分づくりの原点」であることに気づいた。 

１９７２年「愛知不就学をなくす会」が結成されたとき、県下には 1000 名を超える就学猶

予・免除の子どもたちがいたという。「僕はおむつをしてもいいから学校に行きたい」という声

は行政には届かなかったようだ。やがて運動が実り、１９７９年に養護学校の義務制は実施さ

れた。その３年後、私は新任として三好養護学校に赴任した。 

「障害が重いというだけの理由で、教育を受けられない子がいること知っとる？」「・・・」 

「それは仕方のないことか？その子やその親の声を教師が聞かずに誰が聞くんだ？」「・・・」 

１ヶ月がたったころ、先輩の安藤一巳先生（愛知県高等学校教職員組合）が私を揺さぶる。 

私は高等部に配属され、新任ながら総務部で「足切り４原則」の「入学選考」の仕事を言わ

れるままにしていた。「足切り４原則」というのは高等部受験の条件として①自力通学が出来る

こと②身辺処理が出来ること③高等部の教育についていけること④就職の見込みがあることと

いうものだ。私はその条件に合わない生徒を切り捨てる悪魔のような当事者だったのだ。 

安藤先生は、私を組合に誘った。でもわたしは躊躇（ちゅうちょ）した。なぜなら「組合員は、

権利ばかりを主張する」との悪評があったからだ。しかし一方で「財政が厳しい」と言われれ

ば、障害の重い子の教育の切り捨てにも目をつぶる、物言わぬ教職員集団にも違和感があった。 

「子どもたちの権利を守ろうとしないで、どうして教師ができる？」そのとき心に聞こえてき

たのがあの詩「私が教師になったとき」だ。−−−−−−−−−−−−−−−−   私は組合に入った。 

その後、管理職の嫌がらせも乗り越え、「親や子どもたちの声を届ける」要求運動に取り組んだ。

保護者と一緒に行政や議会に陳情に行ったり、また卒後の福祉の世界に仲間をつなげる活動を

してきた。いつも親や仲間の笑顔に囲まれ、逆に元気をもらった。私はそんな自分づくりがで

きたことを誇らしく思う。────さて私をしょうがい者運動につなげてくれた安藤先生は昨

年ご逝去された。私は、後継者にこの詩と共に私の思いを伝え、運動をつなげたいと強く思う。 
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第 5 回定例会報告 

 

 1 月 23 日(土)に今年度最後の定例会を開催致しました。4 月 1 日より活動場所を移しての

新しいスタートを迎えるにあたり、今回は一番の土台である「理念」について考えようとい

うことになりました。大きな転換期にあるからこそ、心落ち着けて理念について考えること

が必要であろうと思い、企画いたしました。最初に少しだけ移転の事を報告した後、従来の

理念と込められた思いを確認したうえで、グループに分かれて大切にしたい事を話し合い発

表しました。様々な意見が出ましたが、キーワードになることとして①個性の尊重(メンバー

もアシスタントも)②コミュニケーション(メンバー同士、メンバーとアシスタント、アシス

タント同士)③メンバーへの関わり④地域(社会)との関わり(つながり)、という内容が出され

ました。日々の歩みから理念を考える視点と、理念から日々の歩みを見つめる視点の両方が

大切だと感じております。今回出された内容について運営会議(責任者会議)でさらに協議し

た上で、3 月 13 日(土)に開催の総会において、理念の確認をする予定でおります。 

 なお、この定例会については次年度も引き続き実施して参ります。そして内容については

従来と同じく会報にて皆様に報告してまいりたいと思っております。 

                                     中森由哉 

 

 

愛知県弁護士会様より人権賞をいただきました。 

      2010 年 2 月 10 日中日新聞にて掲載 
 

 

２０１０年２月９日愛知県弁護士会様より、 

愛実の会島しづ子が人権賞を受賞し賞金を 

頂きました。障がいをもつ方たちの生活の場を 

つくろうという、障がい者支援の在り方を評価 

して頂き、表彰していただくこととなりました。 

愛実の会一同活動に対して表彰して頂いたこと、 

大変うれしく感じています。 
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NPO 愛実の会 寄付者名(順不同・敬称略)   2009 年 12 月１日～2010 年 2 月 23 日 

 

◆賛助会費/NPO 愛実の会の活動に対しての費用 

武嶋 恵子  木村 寛子  須田 静代  国方 恵子  坂田 昌子  足立 克己  橋詰 四郎 

吉田   弘  瀬口 昭代  町田 隆哉  鈴木 洋子  戸田 伊助  榊原 ちゑ  若山 直子 

瀬川 高代  杉山 美鈴  大坂 晴一  阿部 健二  本田 正恵  伊藤あつ子 山本真由美 

成瀬絵里子 河村比佐子 河合みち子 髙島明日香 八木隆太郎 宇田ゆき子 細川美代子 

前沢まき代 岩田  妙  鈴木裕代  品川健一郎・美樹  豊田幼稚園  

 

◆土地建物/将来の NPO 土地建物取得費用 

中山 奥行  中森 照子  中森 由哉  八木隆太郎  細川美代子  杉山敏・清美 

 

◆紙風船夢づくり/紙風船の人形劇製作、公演活動に関する費用 

鈴木 善和  大井 勝三  潮田 則行  中森 由哉  島 しづ子  酒井 淳子  吉野 利江 

宮原 祐子  可知 律子  戸田 伊助  大坂 晴一  中森 由哉  田村 芳江  小出 朋子 

田中 正文  田中 孝子  田中 博史  数原 陽子  鈴木 善文  渡辺 孝之   川口いづみ 

五十川俊一 成瀬絵里子 板倉美恵子 五十嵐和夫  細川美代子 堀池 育史  佐藤 邦甫 

上野   嶺  浅井   進  鈴木   都  前沢まき代 石井昌也  木村由美子 市野 ちず 

品川健一郎・美樹   

 

◆NPO 資金/NPO の運営に関する費用 

林   優華  島 しづ子  吉澤 道子  細川美代子  臼田 治子  八木隆太郎  

 

◆寄付・その他 

鈴木 武二  村上 裕子  石川 瑶子  小池 耕一  須田 静代  宇野 伸一  浦部 龍之 

中川 鋪子  坂田 昌子  瀬川 高代  鶴崎 祥子  塚田 正昭  坂口 良彬  比企 敦子 

水野 幸子  水野 享好  岩崎 武男  倉田 節子  前山美恵子 溝口キミ子 拓植久美子 

大森美佐子 石田伊志子 堤  肇  高橋佐喜男 三矢かな江 中西加津子 福井   清 

柏木   実  後藤  聡  細川美代子 前沢まき代 森岡 広美  川添  勉  中京教会 

浅井志朗・真希  坂下教会  田瀬教会  上大岡教会  在日小倉教会  豊田教会 

天白教会  久が原教会  栄冠幼稚園  大宮共立教会  豊明新生教会  改革派金沢教会 

埼玉新生教会 南山幼稚園 まきば幼稚園  済美高等学校 名古屋桜山教会シャロンの会 

矯風会名古屋第一支部   矯風会名古屋第二支部  名古屋新生教会教会学校  各務原教会  

愛知守山教会女性の会  華陽教会婦人会  刈谷教会教会学校  京都みぎわキリスト教会   
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◆移転改装費 

真木 芳子  志村 信夫  加藤 久雄  酒井 淳子  竹村 倫子  瀬口 昭代  大村 恵子 

宮原 祐子  宮嶋 映子  奥山 喜正  佐藤 全弘  数原 陽子  戸田 伊助  小松 康宏 

佐藤 仁彦  細田 和民  中森 照子  中森 由哉  大串 保男  小川 尚代  若山 直子 

川合 史朗  二村 有紀  田村 芳江  伊藤 光男  見木 靖美  水島 三造  水野 享好 

柴田 京子  宮川 優子  本田 正恵  眞山 成子  渡辺 孝之  細川美代子 板倉美恵子  

松下智恵子 成瀬絵里子 伊藤あつ子  上野  嶺  柏木   実  橋口  洋  桐村   剛 

榎本久美江  松田久仁子  川口いづみ 下村 汎夫  風間 文子  中谷 塩子  金田 好美 

西川 道子  鈴木 裕代  前沢まき代 三好鐵雄・理恵  野崎弘一・典子  佐野都吾・美穂 

市原信太郎・誉子  金沢牧人・伊津子  林昭碩・恵子  飛騨高山教会  華陽教会  

名古屋ワイズメンズクラブ・メネット会  名古屋中央教会  

ご協力いただき本当にありがとうございます。大切に活用させて頂きます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

任意団体「障害者・友だちの会・愛実」受付分 

公園の陽だまりに７、８羽の鳩が朝の温もりを求めて太陽に向かって体を大きく膨らませ、じっと

していました。見ている私もまるまるの着膨れ、何か可笑しさが湧いてきました。木々の枝もきれい

に剪定されて、近付く春に備えているようでした。皆様のところは如何ですか。（長村） 

                               

「寄付金個人・教会」          敬称略（０９年１２月１日から１０年１月２８日まで） 
 

榊原喜代子 霧尾 共造 堀田 寿子 門山 勝利 門山むつ子 原田  忠 渡井 秀雄 大薮 礼子 

中谷  塩子 塚田 高子 安藤 香代 横井 忠弘 林   久子 徳永 五郎  伊藤みつ子  

岡崎茨坪伝道所 中部学院大学宗教委員会 豊橋教会婦人会 平塚ＹＷＣＡ 豊山教会  

高蔵寺ニュータウン教会 在日大韓基督教大阪教会女性会 愛知教会 八事教会 聖心会修道院 

野並のぞみ園 聖天伝道所  
 

 

「賛助会費個人」  吉谷尚之（複数回） 寺田仁計 
 

「土地建物基金個人」 岩田太万亀（複数回） 
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[助成報告 】 
 

チャリティーウォーカソン 

去る２００９年５月２４日、鶴舞公園にて開催された在日米国商工会議所・名古屋国際学園主

催チャリティーウォーカソンのイベントに参加させて頂きました。そして、この度総額１０万円

のご寄付を頂けることとなり、一同大変喜んでいます。ありがとうございます。活動の充実や発

展の為に大切に活用させて頂きます。また次回もぜひ参加させて頂きたいと思います。 
 

 

知多信用金庫「夢サポート」事業 

知多信用金庫様による「夢サポート」事業より、紙風船の人形劇製作費として３０万の助成金

を頂きました。たくさんの応募団体の中から、紙風船の人形劇活動が地域社会の発展につながる

活動だと選んで頂き本当に嬉しく思います。この費用は現在取り組んでいる新しい人形劇の製作

の費用として大切に活用させて頂きます。 

本当にありがとうございまいした。（１月２６日贈呈式出席） 




